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令和2年度通常総会報告
この度の令和 2 年度通常総会は書面表決書を提出していただき書面議決としました。構成員 69

名のうち、提出いただいた表決書数は 62 名で総会は無事成立いたしました。すべての議案について

62 名の賛成多数をもって可決されました。総会議案書の 2019 年度活動報告・決算報告、令和 2 年

度活動計画・予算、役員改選についてはすべて承認されました。

ごあいさつ
会長　植松みさご

2020 年は東京五輪開催の年。パラアスリートたちの活躍を応援すると同時に、

地域の中で共にあたりまえにスポーツを楽しむことができるようになる、そん

な社会への期待が膨らむ頃でした。コロナ禍は突然否応なく私たちの生活を一

変させました。幸いにも障害福祉サービスの支援者の方々のご努力のおかげで

感染は避けられていると思います。しかし、通所サービスが週 2 日になった、

グループホームからの帰宅ができなくなった、外出ヘルパーさんの利用ができなくなった等々、か

つての日常とは異なる様々な状況がでてきました。生活の変化に対応することが苦手な知的障害の

方々のことを考えますと難しいと思われることが様々生じています。

あたらしいステージへ
このような時こそ、私たち「手をつなぐ育成会」の活動が問われているのではないでしょうか。

全国手をつなぐ育成会連合会は「一般社団法人」格を取得し、常務理事兼事務局長に就任された又

村さんの今後の活躍が期待される出発の年となりました。神奈川県手をつなぐ育成会も、次のステー

ジへの助走の年が始まろうとしています。活動の原点である知的障害児者の人としての権利を社会

に向けて堂々と発信していくステージへ。神奈川のどこに住んでいても必要な支援を受けることが

できるために不可欠な要望活動へのステージへ。そしてコロナ禍の中必要で大切だと確認できた人

と人とのつながりを作っていくためのステージへ。次の世代へ繋いでいくために、今の私たちがス

テップアップしていきましょう。「育成会はどんなことをしてくれるの？」ではなく「育成会に何が

できるのか？」を会員一人一人が考えていくことで、きっと何かを見つけて、次のステージにつながっ

ていくのではないでしょうか。はじめの一歩は、「ホームページ」での情報発信です。詳細は 3 ペー

ジをご覧ください。そして来年には新しい「神奈川県社会福祉センター（仮称）」への移転も決まっ

ています。それぞれの支部のもつパワーを県育成会に集結して、新しいステージを作り上げようで

はありませんか。

 「育成かながわ」は､ 共同募金配分金により発行しています。
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育成会での５年間には、全国大会・津久井やまゆり園事件などがあり、

今までの中で最も印象深く、いろいろな事を考えさせられました。皆様

からは多くの刺激をいただき、感謝しております。至らない事の多かっ

た事務局を支えてくださり、有難うございました。

会の益々のご発展を心からお祈り申し上げます。

仲俣 一美

【常任理事の承認について】

6 月開催の理事会におきまして神奈川県手をつなぐ育成会規約第 14 条 4 項により土屋郁英、諸星

由美子、鈴木亜紀子の 3 名が常任理事（任期 2 年）として承認されましたのでご報告いたします。

令和 2年度　副会長・常任理事の紹介

この度、育成会で事務局を担当させていただく角田（つのだ）と申します。不慣

れな事ばかりでご迷惑をお掛けする事と思いますが、皆様のお力をお借りして頑張

りたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

＊仲俣さん、ありがとうございました

＊新しい事務局の角田由美さんをご紹介します！

副会長　藤田精子

コロナの渦による不安の中、共

に協力をして乗り越えていけれ

ば、と思っています。

副会長　中川孝子

これまでのご縁を大切に、これ

からも楽しく活動していきたい

です。

常任理事　広報委員会

　　　　　諸星由美子

知りたい事、伝えたい事を、広

報誌やＨＰで分かりやすく取り

上げていきたいと思います。
常任理事　福祉施策検討委員会

　　　　　鈴木亜紀子

小さな声も大きな声に変えて発

信できるよう頑張ります。

常任理事　人権啓発委員会　

　　　　　土屋郁英

本人目線で皆様と考えていきた

いと思います。今期もよろしく

お願します。

副会長　野口富美子

育成会活動を次の世代に引き継

げるようあと少し頑張ります。

よろしくお願いします。
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※毎月 1日付で加入できます。2020 年度もよろしくお願いいたします。

6 月 12 日、念願だった神奈川県手をつなぐ育成会のホームページが公開されました。

様々な情報発信のツールの一つとしての必要性を感じていましたが、なかなか手を付ける事が出

来ずにいました。そのような時に、「川崎市手を結ぶ親の会」がボランティアグループ「WEB かわさき」

に依頼してホームページを作成したとお聞きし、「WEB かわさき」を紹介していただきました。

コロナウィルスの影響でお会いしての打ち合わせが途中からできなくなってしまい、メールや電

話でのやり取りでの作成となってしまいましたが、何とか公開することが出来ホッとしています。

ホームページのコンセプトとしては、わかりやすく、明るいイメージを目指しました。

神奈川県手をつなぐ育成会では今何をしているのか、これからどんな事をやろうとしているのか

など、ホームページ上で様々な事を伝えていけるように更新もしっかり行っていきたいと思ってい

ます。「神奈川県手をつなぐ育成会」と検索した時に、一番最初にホームページが出てくるように、

皆様ぜひ閲覧して下さい ! そして、感じたこと、こんなことを載せたら…など、感想やご意見をお

寄せください。

ホームページ開設 ホームページアドレス

https://ikusei-kanagawa.jp/

ぜひ検索して
みてください！
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編集後記 �

　令和 2 年度は波乱の幕開けとなりました。4 月の総会は書面決議となりましたがこのまま活動を停

滞させるわけにはいかず、緊急事態宣言全面解除となった翌日の 5 月 26 日には今年度最初の役員会

を、また 6 月 5 日には理事会を開催し、今年度の活動がスタートしました。育成かながわの編集に

関しては、会合が難しい時期にはオンラインで打ち合わせを進めながら例年と同時期に発行するこ

とができ、担当者一同ホッとしています。「新しい生活様式」のワードが飛び交う中、県手をつなぐ

育成会としても巻頭の植松会長のメッセージである「あたらしいステージ」へ向けて、会員の皆さ

まとともに一歩一歩進んで行けたらと願っています。� 〈 広報委員　中川　孝子 〉

各支部の催しなどを紹介

するコーナーです。たく

さんの情報をお待ちして

います！

支部情報

６０周年記念誌完成！

　設立 60 周年を迎えた相模原市手をつ

なぐ育成会では、30 年ぶりに記念誌を

作成いたしました。会の歴史を知ること

で、活発な活動を支えてきた先人の熱き

思いや限りない苦労の数々を改めて知る

ところです。社会の状況は日々変わり続

けており、会の活動も変わってきていま

す。過去から現在、現在から未来に続い

ていけるよう、思いを新たにしています。

� 〈 相模原支部　大井　早苗 〉

「障がいのある子って、どんな気持ち？」

～見て、聞いて、体験して、知ってほしい～

令和 2 年 1 月 24 日小田原市川東タウンセンターマロ

ニエにて、座間キャラバン隊の講演会が小田原市社会福

祉協議会と県西地区手をつなぐ育成会主催で開催されま

した。参加者 59 名。

はじめに、ダウン症や自閉症の特性をお母さんの目線

から解りやすく具体的にお話しいただきました。その後

は疑似体験。ピカチュー王国で言葉の通じない世界を疑似体験。ペットボトルを利用して作っ

ためがねを使った見え方体験。軍手を両手にはめての折り鶴づくりは「速くして」の声かけ付き。

楽しく和やかな雰囲気の中、とても貴重な体験をさせていただきました。まとめとして、接

し方のコツを具体的に解りやすく伝えていただきました。座間キャラバン隊の皆さま、有難う

ございました。� 〈 小田原支部 〉


